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トピックス
住宅火の用心基金事業のお知らせ 1・2P・・・・・・・・・・・・・・・

平成22年平成22年

888
ＣＭ024

№449

銃剣道競技リハーサル大会
◆日時　８月２２日（日）
◆場所　中学校体育館

皆さまの応援をお待ちしています
※競技等の日程は、６Ｐに掲載しています。



①企画総務課で貸与の申請を行います。（申請には印鑑が必要です。）
②役場で申請書を審査後、後日「貸与決定通知書」「引換券」「契約業者一覧」を送付します。
③「契約業者一覧」から任意の業者に連絡し、「取付け日時」を業者と調整してください。
④業者がお宅を訪問し機器を取付けます。
（業者が必ず「機器の取付け」「設置確認」「写真撮影」を行います。）
※必ずしもご希望の「取付け日時」になるとは限りません。

・契約業者は、町が発行した身分証明書を携帯しています。

◆◆！！注意！！◆◆

◆◆貸与までの流れ◆◆

◆◆事業の概要◆◆

貸与の対象となる方

①本町に住所がある方で、平成 18 年５月 31 日以前に本町に
　建築された住宅に住む世帯の世帯主の方
（ただし、借家及びアパート等の共同住宅に居住する方は、
貸家人の方から申請をいただくようになります。）
なお、一つの住宅に複数の世帯主が居住する場合は、いずれか一人の世帯主の方が対象です。
②本町にある住宅のうち、平成 18 年５月 31 日以前に本町に建築された住宅を所有する個人の方で、
他の者に住宅を貸している方（賃貸契約のない場合も含みます。）
　＝和木町内に貸家を所有していれば、町外在住の方でも対象となります。

！！申請が必要です！！

住宅用火災警報器の貸与を受けるためには、申請が必要です。
事業の対象となる方は、印鑑をお持ちの上、企画総務課（役場２階）で
申請をしてください。

貸与の個数と取付け場所

住宅の種類

１階建て住宅

２階建て以上の住宅

２個

３個

寝室

寝室・階段

貸与の個数の上限 取付け場所

米軍再編交付金事業

※「貸与の個数の上限を超える」数の設置を希望される場合及び「台所」への設置を
　希望される場合は、個人で購入していただきます。業者と相談してください。
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・煙を感知して音と光で火災の発生を知らせるタイプ
・電源は電池式（電池寿命約 10 年間）
・ＮＳマーク付（消防法令適合品）

「消防法」及び「岩国地区火災予防条例」により「住宅用火災警報器」の設置が義務化されています。
【新築住宅】　平成 18 年６月１日より全ての新築住宅に設置が義務付け。
【既存住宅】　平成 23 年 5 月 31 日までの設置が義務付け。

詳細については、企画総務課消防係までお問合せください。
（☎ 52-2136　内線307）

◆◆貸与される住宅用火災警報器のタイプについて◆◆

◆◆設置が義務化されたと聞いたけど・・◆◆

◆◆なぜ今、「住宅用火災警報器」が必要なの？◆◆

　住宅火災による死者数が 6 年連続で 1,000 人超え！！
全国で住宅火災による死者数は、平成 15 年から６年連続で１，０００人を超えています。

　「逃げ遅れ」による死者が約 6 割！！
・住宅火災のうち、「逃げ遅れ」による死者数は１，０２５人中６０６人と約６割にのぼっています。

〔総務省消防庁発表　平成 21 年中（概数）〕
・煙（有毒ガス）が屋内に充満してからの避難開始は困難を極めます！
・すぐに避難できそうな平屋住宅でも「逃げ遅れによる死亡」事例はたくさんあります！

　火災死者数は「就寝時間帯」に多い！！
住宅火災による死者は「起きている時間帯」よりも「就寝時間帯」の方が３倍程度多い！

〔総務省消防庁発表　平成 21 年中（概数）〕

「住宅用火災警報器」による
火災の早期発見！！

「あなた」と「あなたの大事な家族」を

悲惨な住宅火災から守ります！！
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ま
ち
の
話
題

手
話
で
ふ
れ
あ
い
　

ピ
ュ
ア
フ
レ
ン
ズ
交
流
会

　

７
月
４
日
、
コ
ミ
セ
ン
で
、
和
木
町
手

話
サ
ー
ク
ル
「
虹
」
の
主
催
に
よ
る
、
ピ

ュ
ア
フ
レ
ン
ズ
交
流
会
（
岩
国
近
郊
の
手

話
サ
ー
ク
ル
７
団
体
：
53
名
参
加
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

青
い
鳥
30
周
年
ふ
れ
あ
い
交
流
会

　

６
月
25
日
、
コ
ミ
セ
ン
で
、
和
木
町
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
青
い
鳥
」
が
近

郊
の
４
福
祉
施
設
（
約
90
名
）
を
招
き
、
結

成
30
周
年
記
念
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

疫
神
社
　

厄
祓
い
祭
礼

　

７
月
３
日
、
関
ヶ
浜
地
区
の
疫
神
社
で
、

「
厄
祓
い
祭
礼
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
礼
は
、約
３
５
０
年
前
「
疫
神
社
」

が
創
建
さ
れ
た
当
時
か
ら
続
け
ら
れ
て
い

る
伝
統
行
事
（
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

で
す
。
か
つ
て
関
ヶ
浜
で
流
行
し
た
疫
病

を
退
散
し
た
故
事
に
な
ら
っ
て
、
藁
で
作

っ
た
大
蛇
を
御
神
木
の
タ
ブ
の
木
に
巻
き

付
け
、
神
社
で
お
祓
い
を
し
た
後
、
当
屋

が
榊
や
獅
子
頭
を
手
に
同
地
区
の
各
世
帯

を
回
り
、
厄
祓
い
を
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

「
愛
と
希
望
の
傘
」を
贈
呈

　

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
上
岡
会
長
か

ら
古
木
町
長
へ
「
愛
と
希
望
の
傘
」
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
公
共
施
設
な
ど
町
内

20
ヵ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
岡
会
長

は
、「
突
然
の
雨
で
困
っ
た
と
き
の
た
め
に
、

町
民
の
皆
さ
ん
で
共
有
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
日
頃
各
地
域
で
手
話
を
学

ん
で
い
る
仲
間
が
、
年
に
１
回
集
い
、
学

び
の
成
果
を
発
表
し
、
交
流
を
深
め
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　

午
前
中
は
、
生
改
連
の
指
導
に
よ
る
ポ

プ
リ
、
ブ
ロ
ー
チ
製
作
、
午
後
か
ら
は
各

グ
ル
ー
プ
の
手
話
に
よ
る
歌
の
発
表
、
輪

投
げ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
揃
い
の
ピ
ン
ク
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
た

小
・
中
学
生
か
ら
大
人
ま
で
の
12
名
の
「
虹
」

の
心
の
こ
も
っ
た
も
て
な
し
に
、
各
グ
ル

ー
プ
と
も
大
感
激
で
し
た
。

　

各
手
話
サ
ー
ク
ル
と
も
地
元
に
帰
り
、

ま
す
ま
す
の
活
躍
と
、来
年
、岩
国
市
の
「
さ

く
ら
の
会
」
の
主
催
に
よ
る
交
流
会
で
の

再
会
を
約
束
し
、
楽
し
く
充
実
し
た
一
日

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

手
話
サ
ー
ク
ル
「
虹
」
は
、
い
つ
で
も

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。古木町長に傘を手渡す上岡会長（左）

　

青
い
鳥
は
、
30
年
に
わ
た
り
、
手
作
り

作
品
の
即
売
会
を
開
き
、
そ
の
収
益
を
福

祉
施
設
等
に
寄
付
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
招

か
れ
た
施
設
長
の
方
々
も
あ
い
さ
つ
の
中

で
口
々
に
「
青
い
鳥
」
へ
の
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
交
流
会
費

用
も
即
売
会
の
収
益
を
充
て
た
も
の
で
す
。

　

全
員
で
「
青
い
鳥
」
の
歌
を
合
唱
し
、

昼
食
会
で
は
、
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
と
と
も

に
、
ふ
れ
あ
い
工
房
「
ク
ロ
ー
バ
ー
」
の

焼
き
立
て
パ
ン
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

好
評
で
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り
ま
し

た
。
牧
島
代
表
は
、「
み
ん
な
の
笑
顔
に
元

気
が
も
ら
え
る
。
ま
だ
ま
だ
続
け
て
い
く

つ
も
り
。」
と
力
強
く
話
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
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ま
ち
の
話
題

青
少
年
の
指
導
に
貢
献
　

吉
賀
尊
博
さ
ん

　

７
月
17
日
、
下
松
市
で
県
青
少
年
育
成

県
民
会
議
の
主
催
に
よ
り
「
平
成
22
年
度

青
少
年
指
導
者
の
表
彰
」
が
開
催
さ
れ
、

ま
ち
の
話
題

山
口
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
協
定
締
結
及
び
覚
書
交
換
式

　

７
月
６
日
、
陸
上
自
衛
隊
の
山
口
駐
屯

地
で
、
山
口
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で
競

技
運
営
の
協
力
を
得
る
た
め
、
協
定
締
結

及
び
覚
書
交
換
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

ず
、
山
口
県
と
第
17
普
通
科
連
隊
と
の
協

ま
ち
の
話
題

商
工
会
青
年
部
「
花
い
っ
ぱ
い
事
業
」

　

商
工
会
青
年
部
が
、
蜂
ヶ
峯
公
園
の
来

場
者
ア
ッ
プ
、
修
景
施
設
の
充
実
を
図
る

た
め
、
今
年
度
は
、
花
い
っ
ぱ
い
事
業
と

し
て
、
ア
ジ
サ
イ
を
梅
林
に
植
栽
し
ま
し

た
。
商
工
会
は
「
今
後
も
、
花
い
っ
ぱ
い

の
公
園
を
目
標
に
、
協
力
し
た
い
」
と
望

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

来
年
の
ア
ジ
サ
イ
の
季
節
を
お
楽
し
み

に
。

ま
ち
の
話
題

幼
稚
園 

七
夕
ま
つ
り

　

７
月
７
日
、幼
稚
園（
栗
森
直
美
園
長
）で
、

七
夕
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
に
は
、
毎
年
、
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
皆
さ
ん
が
招
待
さ
れ
、
歌
や
遊
戯

な
ど
を
通
じ
て
園
児
と
七
夕
の
集
い
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
園
児
ら
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
を
各
教
室
に
案
内
。
普
段
あ
ま
り
触

れ
合
う
こ
と
の
な
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
好
き
な
色
や
好
き
な
食
べ
物
を

聞
い
た
り
、一
緒
に
体
を
動
か
し
た
り
し
て
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
一
緒
に
写
真
を
撮
り
、
園
児
た

ち
が
可
愛
く
飾
り
付
け
た
団
扇
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
、

園
児
ら
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
短
冊
を
書

き
、
楽
し
い
思
い
出
を
胸
に
笑
顔
で
園
を

後
に
し
ま
し
た
。

吉
賀
尊
博
さ
ん
（
瀬
田
３
丁
目
）
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

吉
賀
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
度
か
ら
子
ど
も

会
活
動
に
携
わ
ら
れ
、平
成
５
年
度
か
ら
は
、

町
子
連
の
会
長
、
平
成
14
年
度
か
ら
は
顧
問

と
し
て
児
童
の
健
全
育
成
並
び
に
指
導
者
の

育
成
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
間
、
町
の
社
会
教
育
委
員
と
し
て
９
年
間

ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
吉
賀
さ
ん
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

吉賀尊博さん

定
の
締
結
を
行
い
、
続
い
て
和
木
町
と
第
17

普
通
科
連
隊
第
一
中
隊
と
の
覚
書
交
換
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
の
皆
さ
ん
は
、競
技
役
員
と
し
て
、

競
技
運
営
全
般
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

８
月
22
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で
は
、
各

県
の
選
手
団
だ
け
で
な
く
、
自
衛
隊
の
皆
さ

ん
の
活
躍
に
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

岡本隊長と河内事務局長
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ま
ち
の
話
題

古
文
書
整
理
事
業

　

昨
年
よ
り
和
木
町
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
古

文
書
の
整
理
事
業
を
町
の
歴
史
研
究
の
一
環

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
解
読
し
た
古
文
書
を

教
育
や
移
民
、
税
金
な
ど
に
分
類
し
て
い
ま

す
。
時
代
は
１
１
０
年
か
ら
１
３
０
年
前
ま

で
の
日
本
が
急
速
に
近
代
化
を
推
し
進
め
て

い
る
頃
が
中
心
で
す
。

　

今
後
は
台
帳
と
目
録
を
作
成
し
、
一
般
に

公
開
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
和
木

美
術
館
で
作
業
状

況
の
中
間
報
告
を

行
う
予
定
で
す
。

ま
ち
の
話
題

国
体
開
催
に
向
け
て
環
境
美
化
活
動
を
実
施

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

　

７
月
17
日
、
和
木
町
体
育
協
会
（
重
本

正
明
会
長
）
は
、「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国

体
」
開
催
を
控
え
て
体
育
セ
ン
タ
ー
周
辺

の
草
刈
り
や
木
々
の
伐
採
な
ど
の
環
境
美

化
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

重
本
会
長
は
、「
協
会
の
活
動
の
拠
点
と

な
っ
て
い
る
体
育
セ
ン
タ
ー
の
環
境
美
化

ま
ち
の
話
題

「
赤
と
ん
ぼ
」コ
ン
サ
ー
ト

　

６
月
27
日
、
文
化
会
館
で
、
童
謡
・
唱

歌
を
歌
う
会
「
赤
と
ん
ぼ
」
の
創
立
10
周

年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、「
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
」
な

ど
全
９
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
山
口
市
在
住
の
金
子
み

す
ゞ
の
心
を
歌
う
「
ち
ひ
ろ
」
さ
ん
が
登
場
。

澄
ん
だ
歌
声
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
赤
と
ん
ぼ
、
ち
ひ
ろ
さ
ん
、

手
話
サ
ー
ク
ル
「
虹
」
が
一
緒
に
登
場
し
、

会
場
も
一
体
と
な
っ
て
、「
私
と
小
鳥
と
鈴

を
行
う
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
国
体

開
催
に
向
け
て
地
域
の
中
で
先
頭
に
立
っ
て

で
き
る
こ
と
を
行
っ
て
町
に
協
力
し
て
い
く

こ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目
的
と
す
る

当
協
会
と
し
て
の
使
命
で
あ
る
。
今
後
も
継

続
し
て
協
会
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。」
と
言
わ
れ
、「
他
の
団

体
も
公
共
施
設
を
無
料
で
使
用
す
る
だ
け
で

な
く
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
で
き
る

こ
と
は
自
分
た
ち
で
行
っ
て
い
く
と
い
う
考

え
方
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
地
道
な
地
域
へ
の
貢
献
が
、

「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」
の
開
催
を
支

え
る
も
の
と
な
り
、
さ
ら
に
は
、
地
域
の
発

展
、
協
会
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

６
月
29
日
に
小
林
サ
カ
エ
さ
ん
が
、
満
90

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
町
か
ら
長
寿
の

お
祝
い
と
し
て
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
は
十
分

に
気
を
付
け
て
、
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
。

小林サカエさん

ま
ち
の
話
題

ゆ
か
た
着
付
教
室

　

７
月
17
日
、
コ
ミ
セ
ン
で
浴
衣
着
付
け

教
室
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
歳
の
男
の
子
か
ら
60
代
女
性
ま
で
、

親
子
を
含
め
15
名
が
参
加
し
、
相
川
秀
子

先
生
（
着
物
着
付
け
教
室
講
座
講
師
）
と

３
名
の
先
生
の
指
導
の
も
と
、
持
参
の
浴

衣
を
自
分
で
着
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
子
供

に
着
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
た
。

　

日
頃
、
や
ん
ち
ゃ
な
女
の
子
た
ち
も
浴

衣
を
着
る
と
、
ち
ょ
っ
と
お
す
ま
し
で
お

し
と
や
か
な
姿
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

母
子
で
参
加
し
た
望
戸
泰
子
さ
ん
と
里

桜
（
４
歳
）
ち
ゃ
ん
は
、「
自
分
で
浴
衣
が

着
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
感
激
。
挑
戦
し
て
よ

か
っ
た
。
娘
と
お
そ
ろ
い
の
浴
衣
姿
で
、
花

火
見
物
や
盆
踊
り
な
ど
出
か
け
た
い
。
こ
の

夏
の
楽
し
み

が
増
え
た
。」

と
話
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

好
評
に
つ

き
、
来
年
も

講
座
を
開
催

し
よ
う
と
考

え
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ

さ
い
。

と
」
な
ど
を
歌
い
ま
し
た
。

5



山口国体和木町実行委員会事務局
〒 740 － 0061
　和木町和木２丁目１－１
　文化会館２階（ 54－ 0031）
　　　　　　　　　（ 54－ 0032）

銃 剣 道 競 技 会

本大会　　会期：平成23年10月7日（金）～9日（日）　会場：和木中学校体育館
リハーサル大会　会期：平成22年8月22日（日）　　　会場：和木中学校体育館

第66回 国民体育大会

上
田
キ
ヨ
コ
さ
ん

（
和
木
町
在
住
）

司
　
　

会
▼
歓
迎
な
ど
の
思
い
出
は
あ
り

ま
す
か

上
田
さ
ん
▼
試
合
前
日
、
公
民
館
で
選
手
・

監
督
、
関
係
者
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん

が
集
ま
り
盛
大
に
歓
迎
会
が
開
か
れ
、
私

た
ち
婦
人
会
は
、
舞
台
で
踊
り
を
披
露
し
、

来
場
者
の
皆
さ
ん
に
と
て
も
喜
ば
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
国
体
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
玖
珂

郡
連
合
婦
人
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
も
開

催
さ
れ
、
郡
内
か
ら
多
く
の
チ
ー
ム
が
参

加
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
こ
の
選
手
の

中
か
ら
６
名
が
、
国
体
旗
リ
レ
ー
に
参
加
、

私
も
体
育
館
前
か
ら
、
装
束
ま
で
走
っ
た

おいでませ！山口国体
銃剣道競技リハーサル大会

◆開催日　８月 22日（日）　
◆会　場　和木中学校体育館

【日程】
   ９：００　公開演技
　　　　　　和木町コーラスグループ
　　　　　　　「きみの一生けんめいに会いたい」
   ９：１５　開始式
   ９：３５　特別演武【基本動作及び銃剣道の形】
   ９：５０　少年の部　試合開始
１１：０５　公開演技
　　　　　　和木紅鴉「よさこい」
１１：１５　少年の部　表彰式
１２：００　成年の部　試合開始
１３：１５　公開演技
　　　　　　四境太鼓「炎」
１３：３０　成年の部　表彰式

会場では、婦人会、商工会青年部のおもてなしや、
ドリンクサービスをおこなっています。多くの皆さ
んのご来場と応援をお待ちしています。

44

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

司
　
　

会
▼
婦
人
会
は
ど
の
よ
う
な
お
も

て
な
し
を
し
ま
し
た
か

上
田
さ
ん
▼
大
会
期
間
中
、
婦
人
会
員
は

着
物
、
カ
ッ
ポ
ウ
着
姿
で
二
人
１
組
と
な

り
、
選
手
・
監
督
の
控
え
室
で
、
お
茶
の

接
待
を
し
た
り
、
荷
物
の
管
理
な
ど
を
し

ま
し
た
。
中
学
校
の
教
室
を
控
え
室
と
し

て
使
い
、
毎
日
、
朝
７
時
か
ら
晩
の
７
時

ま
で
、
ず
っ
と
待
機
し
て
い
ま
し
た
。
私

は
河
野
さ
ん
と
二
人
で
、
福
井
県
の
選
手

団
の
担
当
と
し
て
皆
さ
ん
の
お
世
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
接
待
係
で
し
た

の
で
、
試
合
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
福
井
県
の
選
手
団
と
は
と
て

も
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。大
会
が
終
わ
り
、

夜
行
の
汽
車
で
帰
る
選
手
団
を
見
送
り
に

大
竹
駅
に
行
き
ま
し
た
ら
、
最
後
ま
で
、

「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
さ
れ
た
こ
と
を

今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

司
　
　

会
▼
婦
人
会
の
方
へ

上
田
さ
ん
▼
国
体
開
催
中
は
、
朝
か
ら
忙

し
い
毎
日
で
し
た
。
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ

な
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
り
、
と
て
も
楽

し
い
思
い
出
で
す
。
世
代
は
替
わ
り
ま
し

た
が
、
婦
人
会
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
も
い
い
思

い
出
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

6

中学校教室で選手・監督を接待
（左：上田さん　右：河野さん）
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６
月
27
日
、
和
木
中
学
校
体
育
館
で
、

婦
人
会
や
そ
の
家
族
の
方
々
の
親
睦
と
健

康
増
進
を
目
的
に
ふ
れ
あ
い
親
睦
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
県
子
ど
も
会
専
門
委
員

の
山
下
昌
彦
先
生
を

お
迎
え
し
て
、「
笑

顔
と
健
康　

楽
し
く

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
」
を
テ
ー
マ
に
楽

し
く
体
を
動
か
し
ま

し
た
。
暑
さ
に
負
け

ず
、
皆
さ
ん
気
持
ち

の
よ
い
汗
を
流
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
あ
い
さ
つ
運
動
の
一

環
と
し
て
、「
標
語
」
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
対
象
▼

【
標
語
の
部
】

　

全
町
民
、
小
・
中
学
生
は
全
児
童
生
徒

募
集
期
間
▼
８
月
23
日
㈪
〜
９
月
２
日
㈭

応
募
方
法
▼
応
募
用
紙
に
一
人
一
作
品

※
小
・
中
学
生
は
学
校
で
配
布

※
一
般
の
方
は
、
教
育
委
員
会
、
コ
ミ
セ

ン
で
配
布

提
出
先
▼
小
・
中
学
校
ま
た
は
教
育
委
員
会

作
品
審
査
▼
９
月
末

表　

彰
▼
各
部
門
優
秀
作
品
に
賞
状
と
副
賞

※
優
秀
作
品
は
広
報
に
て
紹
介

　

７
月
２
日
、
県
庁
に
て
、
今
年
度
の
社
会

教
育
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
は
、

中
村
充
子
委
員
（
和
木
保
育
所
所
長
）
と
栗

森
直
美
委
員
（
和
木
幼
稚
園
園
長
）
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
委
員
、
栗
森
委
員
と
も
に
、
平
成
14

年
度
か
ら
８
年
間
、
和
木
町
社
会
教
育
委
員

と
し
て
、
本
町
の
社
会
教
育
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今

後
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

和
木
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
（
吉
田
浅
美
会
長
）
で

は
、
７
月
10
日
〜
11
日
に
光
青

年
の
家
で
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
キ
ャ

ン
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
児
童

43
名
、
育
成
者
等
６
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
研
修
は
、
雨
天
の

た
め
カ
ヌ
ー
研
修
が
中
止
と
な

り
、「
協
力
ゲ
ー
ム
」
中
心
の

内
容
で
し
た
。

　
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｆ
Ｏ
Ｒ　

Ａ
Ｌ
Ｌ

Ａ
Ｌ
Ｌ　

Ｆ
Ｏ
Ｒ　

Ｏ
Ｎ
Ｅ
〜

一
人
は
皆
の
た
め
に
、
皆
は
一

人
の
た
め
に
〜
」
の
精
神
を
こ

れ
か
ら
の
学
校
や
各
子
ど
も
会

の
活
動
等
で
生
か
し
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
ま
す
ま
す
活
躍
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

７
月
６
日
、
岩
国
警
察
署
和
木
駐
在
所
警
察
官
１
名
と
県
か

ら
委
嘱
を
受
け
た
教
委
職
員
１
名
の
計
２
名
が
県
青
少
年
健
全

育
成
条
例
に
基
づ
き
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
及
び
ス
ー

パ
ー
の
有
害
図
書
の
陳
列
状
況
な
ど
に

つ
い
て
立
ち
入
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
内
店
舗
に
お
け
る
有
害
図
書
の
陳

列
状
況
等
は
、
良
好
な
状
況
で
し
た
。

今
後
も
、
青
少
年
に
と
っ
て
安
全
で
快

適
な
町
と
な
る
よ
う
関
係
機
関
が
連
携

し
、
環
境
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
あ
い
さ
つ
運
動
標
語
」

　
　
　
　
　
啓
発
作
品
募
集

栗森直美 委員 中村充子 委員

社会教育広報通算389号



8月の休館日
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○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

　今年度『図書館まつり』は、11月21
日に開催されます。ご好評いただいて
いるブックリサイクル（古本バザー）
を実施します。
　ご家庭で不要になった本を提供して
いただける方は、11月19日までに和木
町立図書館までお持ちください。
　なお、汚れや傷みの激しい本、全
集、百科事典などは受け付けることが
できませんので、ご了承ください。
　ご協力をよろしくお願いします。

日　時　８月21日（土）
　　　　10時30分～11時
　　　　おはなし会サークル
　　　　『ゆびとま』
対象者　幼児・小学生
場　所　図書館絵本のコーナー
問合せ　図書館（☎54－0222）

＜CD＞
☆to  LOVE/ 西野カナ
☆Me/misono
☆mihimaballads/mihimaruGT
☆Love&Ballad  selection/ 柴咲コウ
☆Music  is  My  Life/ 福原美穂
☆JUMP  No.1 /Hey  Say ！ JUMP
☆不安の中に手を突っ込んで /槇原敬之
☆あらゆるものの真ん中で /森山直太朗
☆Fantasista～翼をください～/秋川雅史
☆リカヴァリー /エミネム

＜一般書＞
『窓の外は向日葵の畑』
『ブレイズメス 1990』
『特異家出人』
『あんじゅう　三島屋変調百物語事続』
『悪の教典　上・下』
『今日を刻む時計』

『プラチナデータ』
『三千枚の金貨　上・下』
『叛撃』
『ひそやかな花園』

＜児童書・絵本＞
『奇跡の犬』
『たちねぶたくん』
『ライバル　おれたちの真剣勝負』

『動物園ものがたり』
『赤い髪のミウ』
『コウノトリのおはなし』

『だれかが　ぼくを』
『世の中への扉　海をわたる被爆ピアノ』
『猛毒をもつ生き物たち』
『明治維新がわかる事典』

樋口有介著
海堂尊著
笹本稜平著
宮部みゆき著
貴志祐介著
宇江佐真理著

東野圭吾著
宮本輝著
今野敏著
角田光代著

中山聖子作・渡辺あきお絵
中川ひろたか文・村上康成絵

はまなかあき作・K-Suke 絵
山田由香作・高野文子絵
末吉暁子著・平澤朋子絵

マーガレット・ワイズ・ブラウン作・ティボル・ゲルゲイ絵
内田麟太郎文・黒井健絵

矢川光則著
子供の科学編集部編

松田博康監修・深光富士男著

8

読書感想画コンクール
作品募集

対　　象　幼児（３歳以上）・小学生
応募条件　
・和木町立図書館から借りた本を読んでの
感想画であること。

・四つ切画用紙にクレヨンまたは水彩絵の
具等で描いたもの。

応募期間　10 月 10 日（日）まで
主　　催　教育委員会
応募先・問合せ　図書館（☎54－0222）

古本募集

え
ほ
ん



冷
え
す
ぎ
に
注
意
！

　母子健康手帳の「予防接種の記録」を確認してみましょう。受け忘れている予防接種がある場合はお
子さんの体調が良い時に早めに医療機関で受けられることをお勧めします。なお、ポリオについては春
と秋に保健相談センターにて集団接種で行います。
　また、各学年時に接種が必要な二種混合予防接種や麻しん風しん予防接種（第２・３・４期）は受け
ましたか？実施期間は今年度末までですが、少しでも早く免疫を獲得し、お子さんと町の健康づくり、
感染症予防のために、夏期休暇を利用して９月までに受けられることをお勧めします。期間を過ぎた場
合、有料になりますのでご注意ください。

　

暑
い
日
が
続
き
ま
す
ね
。
日
陰
や
風
が
と

お
る
場
所
な
ど
涼
し
く
て
過
ご
し
や
す
い
場

所
を
探
し
て
し
ま
い
ま
す
。
家
で
ゆ
っ
く
り

す
る
と
き
に
は
、
扇
風
機
や
冷
房
を
使
っ
て

快
適
に
過
ご
さ
れ
る
方
も
多
い
こ
と
と
思
い

ま
す
。
夏
は
暑
さ
で
体
力
を
消
耗
し
な
い
た

め
に
も
、
冷
房
機
器
は
必
需
品
で
す
。

　

何
を
す
る
に
し
て
も
「
し
過
ぎ
」
は
要
注

意
で
す
。
わ
た
し
た
ち
の
か
ら
だ
に
は
、
今

い
る
環
境
に
慣
れ
る
た
め
か
ら
だ
の
機
能
を

調
節
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
冷
え
き
っ
た

室
内
に
長
時
間
い
る
と
、
夏
場
に
必
要
な
働

き
で
あ
る
、
体
内
の
熱
を
逃
が
し
て
体
温
を

下
げ
よ
う
と
す
る
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
状
態
で
気
温
の
高
い
室
外
に
出

る
と
、
急
激
な
温
度
差
に
合
わ
せ
て
今
度
は

か
ら
だ
の
熱
を
逃
が
す
働
き
に
な
ろ
う
と

し
、
繰
り
返
す
こ
と
で
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
て
し
ま
い
体
調
を
崩
す
原
因
と
な

る
の
で
す
。
ま
ず
は
室
内
と
室
外
の
温
度
差

を
つ
け
す
ぎ
な

い
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、

同
時
に
扇
風
機

を
使
う
と
涼
し

さ
も
増
し
ま

す
。

◆
ポ
イ
ン
ト

①
設
定
温
度
：
外
と
の
気
温
差
を
５
度
以
内

に
す
る
。

②
扇
風
機
を
併
用
す
る
。

　

仕
事
な
ど
の
関
係
で
、
ど
う
し
て
も
冷
房

が
効
い
た
室
内
に
い
な
い
と
い
け
な
い
、
と

い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
扇
風
機
を
併
用
し
た
り
、
設
定

温
度
を
変
え
る
こ
と
も
難
し
い
で
す
よ
ね
。

設
定
温
度
を
変
え
ら
れ
な
く
て
も
夏
の
冷
え

す
ぎ
に
よ
る
弊
害
を
防
ぐ
に
は
、
血
の
め
ぐ

り
を
悪
く
し
な
い
、
か
ら
だ
を
冷
や
し
す
ぎ

な
い
工
夫
が
必
要
で
す
。

◆
ポ
イ
ン
ト

①
ひ
ざ
掛
け
、
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
な
ど
で
冷
風

が
直
接
あ
た
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

②
靴
下
を
履
き
足
元
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に

す
る
。

　

覚
え
て
い
ま
す
か
？
12
月
の
保
健
師
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
「
か
ら
だ
を
冷
や
さ
な

い
」
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
夏
も
同
じ
で

す
。
か
ら
だ
を
冷
や
さ
な
い
こ
と
に
季
節
は

関
係
な
い
で
す
ね
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す

が
、
急
激
な
変
化
は
か
ら
だ
に
か
か
る
負
担

が
大
き
く
な
り
ま
す
。
ど
れ
だ
け
負
担
を
少

な
く
で
き
る
か
が
、
夏
の
課
題
で
す
ね
。

　

夏
バ
テ
も
気
に
な
る
時
期
で
す
。
よ
く
食
べ
、

よ
く
寝
て
、
夏
を
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

受け忘れている予防接種はありませんか？受け忘れている予防接種はありませんか？

二種混合 小学６年生
（平成１０年４月２日～平成１１年４月１日生まれ）

麻しん風しん
（第２期）

年長児
（平成１６年４月２日～平成１７年４月１日生まれ）

〃
（第３期）

中学１年生
（平成９年４月２日～平成１０年４月１日生まれ）

〃
（第４期）

高校３年生
（平成４年４月２日～平成５年４月１日生まれ）

平成22年度各学年時に接種が必要な予防接種の対象者

問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）
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元気アップ教室元気アップ教室

　★は申込みが必要です。

（8月16日～9月15日）
行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）

1歳6ヵ月児健診
3歳児健診
プレイルーム
健康相談

プレイルーム
すくすく計測・相談会
元気アップ教室★
プレイルーム
健康相談
ポリオ

妊婦さんのつどい★
プレイルーム

元気アップ教室★
健康相談

2歳児歯科健診

平成21年1月～2月生まれ
平成19年7月～8月生まれ
乳幼児とその保護者の方

一般の方
乳幼児とその保護者の方
乳幼児とその保護者の方

一般の方
乳幼児とその保護者の方

一般の方
平成15年3月9日～平成22年6月8日生まれ

妊婦とその家族
乳幼児とその保護者の方

一般の方
一般の方

平成20年6月～9月生まれ

12：45～13：00

10：00～15：00
9：30～10：30
10：00～15：00
13：30～14：30
9：30～11：30
10：00～15：00
9：30～10：30
13：30～14：20
10：00～12：00
10：00～15：00
10：00～11：30
9：30～10：30
13：00～13：10

保健相談センター

体育センター

保健相談センター

体育センター

保健相談センター

体育センター
保健相談センター

8月18日㈬

19日㈭
20日㈮

26日㈭

27日㈮
9月 2日㈭

6日㈪
8日㈬

9日㈭

10日㈮

15日㈬

①ピラティス
日　時　８月 27 日（金）　９時 30 分～ 11 時 30 分
内　容　『からだの深部を動かそう』
準　備　動きやすい服装・室内シューズ・タオル・お茶
申込み　８月 25 日（水）まで
　　　　先着 15 名で締め切ります。

②ウォーキング
日　時　９月 10 日（金）　10 時～ 11 時 30 分
内　容　『きれいにウォーキング』
準　備　動きやすい服装・室内シューズ・タオル・お茶
申込み　９月３日（金）まで

会場および問合先は
　　　　　保健相談センター（☎５２－７２９０）

元気アップ教室

総合健診結果のお返し総合健診結果のお返し
　６月下旬に実施した総合健診の結果は、７月２６
日から２９日までの健診結果相談会でお返ししまし
た。結果により医療機関を受診するように勧められ
た方は、早めに受診してください。特定保健指導の
ご案内が届いた方は、利用について保健相談センター
へご連絡ください。健診結果相談会に参加されなかっ
た方に、今月から保健師の訪問等で結果をお届けし
ます。

総合健診結果のお返し

ゴーヤとトマトの白あえ（材料４人分）
ゴーヤ………………100g
トマト………………100g
木綿豆腐……………200g
すりごま（白）……小さじ2
きなこ……………小さじ2
マヨネーズ………大さじ1
薄口しょうゆ……小さじ2
塩………………小さじ1/4
砂糖………………小さじ1

●作り方
①下準備
ゴーヤ…縦半分に切り、種、わたを除き、薄切

りにする。塩（分量外）をふり、しばら
く置いておく。熱湯で３分程度茹でる。
水ですすぐ。

トマト…１㎝程度の角切り。
豆　腐…器に入れて、レンジで２分程度加熱す

る。キッチンペーパーに包み、水切り
する。

②和える
ボウルにⓐをあわせて混ぜ、水気を絞った①を
加えて和える。
　　　　（１人分エネルギー６５キロカロリー）

　おすすめメニューはアイ・キャンでも放送して
います。ご覧ください。

　あっさりとした夏向きの献立です。
（和木町食生活改善推進協議会　６班）
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総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行
政
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日　

時
▼
８
月
19
日
㈭

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

場　

所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
１
６
１
６
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
右
記

の
場
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
８
６
４
４
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
２
金
曜
日

14
時
〜
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所
▼
い
ず
れ
も
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
管
内
各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
29
ー
１
５
２
５
）

各
種
お
知
ら
せ

日　

時
▼
８
月
17
日
㈫　

10
時
〜
12
時

場　

所
▼
町
民
相
談
室

弁
護
士
▼
白
木
健
太
朗
弁
護
士

受　

付
▼
８
月
13
日
㈮
ま
で
（
先
着
５
名
）

お
願
い
▼
相
談
、
質
問
内
容
な
ど
を
整
理
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
資
料
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
１
６
１
６
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど

で
困
っ
て
い
る
、
発
育

や
発
達
が
気
に
な
る
な

ど
、
お
子
様
の
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て
お
応

え
す
る
た
め
に
、
臨
床

心
理
士
に
よ
る
面
接
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

対　

象
▼
小
・
中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者
、

幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員
、
幼

児
を
も
つ
保
護
者

日　

時
▼
８
月
25
日
㈬
、
９
月
８
日
㈬

　
　
　
　

14
時
〜
17
時

　
　
　
　

※
毎
月
１
回
程
度
実
施
し
ま
す
。

場　

所
▼
文
化
会
館

申
込
み
・
問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
【
福
屋
】

（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

※
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
訪
問
相
談
【
要
予
約
】

日　

時
▼
９
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭
の
期
間
で

相
談
者
が
希
望
す
る
日
時

予
約
方
法
▼
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
相

談
内
容
・
希
望
す
る
日
時
と
場
所
を
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
す
る
こ
と
に
よ
り
予
約
を
受

け
付
け
ま
す
。

予
約
受
付
期
間
▼

８
月
23
日
㈪
〜
９
月
24
日
㈮

９
時
〜
17
時
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

予
約
・
問
合
せ
▼

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
山
口　

相
談
予
約
係

（
☎
０
８
３
ー
９
２
４
ー
５
２
２
０
）

（　

０
８
３
ー
９
２
１
ー
０
４
７
５
）

　

皆
さ
ん
の
ご
家
族
や
身
近
な
方
の
中
で
家

出
等
に
よ
り
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い

る
方
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
。
行
方
が
分
か
ら

な
く
な
っ
て
い
る
方
の
安
否
を
気
遣
っ
て
お

ら
れ
る
方
は
、
遠
慮
な
く
相
談
所
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

開
設
期
間
▼
９
月
６
日
㈪
〜
８
日
㈬

９
時
〜
16
時

開
設
場
所
▼
山
口
県
警
察
本
部

刑
事
部
鑑
識
課

山
口
市
滝
町
１
ー
１

相
談
費
用
▼
無
料

問
合
せ
▼

山
口
県
警
察
本
部　

刑
事
部
鑑
識
課

　
（
☎
０
８
３
ー
９
３
３
ー
０
１
１
０

内
線
４
６
４
１
）

　
　

〜
離
職
さ
れ
た
方
の

　
　
　
　

生
活
の
安
定
の
た
め
に
〜

　

会
社
の
倒
産
や
事
業
の
不
振
な
ど
に
よ

り
、
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
の
生
活
資

金
な
ど
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

貸
付
対
象
者
▼
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
県
内
に
居
住
し
て
い
る
方

②
離
職
時
の
事
業
所
に
１
年
以
上
勤
続
し
て

い
た
方

③
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
勤
労
者
で
、
離

職
後
１
年
以
内
の
方

④
借
入
申
込
時
、
現
に
離
職
し
て
お
り
、
か

つ
、
公
共
職
業
安
定
所
に
お
い
て
求
職
活

動
を
行
っ
て
い
る
方

【
注
】
確
認
書
類
と
し
て
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
等
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

資
金
使
途
▼
大
学
教
育
資
金
、
住
宅
資
金
償

還
金
、
冠
婚
葬
祭
・
療
養
資
金
、
災
害
資
金
、

一
般
生
活
資
金

貸
付
限
度
額
▼
70
〜
１
５
０
万
円

償
還
期
間
▼
６
〜
10
年
以
内

貸
付
利
率
▼
年
１
．
０
％
（
別
に
保
証
料
が

必
要
）

保
証
人
等
▼
連
帯
保
証
人
１
名
（
申
込
人
と

別
生
計
の
方
）
と　

日
本
労
働
者
信
用
基
金

協
会
の
債
務
保
証
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

申
込
み
▼
中
国
労
働
金
庫

問
合
せ
▼
山
口
県
労
働
政
策
課

（
☎
０
８
３
ー
９
３
３
ー
３
２
１
０
）

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

行

政

相

談

心
配
ご
と
相
談

精
神
保
健
相
談

町
内
無
料
法
律
相
談

司
法
書
士
無
料
成
年
後
見
相
談
会

行
方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所
開
設

和
木
町
「
面
接
相
談
」
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●
特
定
健
康
診
査
受
診
券
を
お
送
り
し
て
い

ま
す

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
健
診
を
受

診
さ
れ
な
か
っ
た
方
に
、
先
月
、
特
定
健
康

診
査
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

和
木
町
及
び
岩
国
市
の
医
療
機
関
（
詳
細

は
お
送
り
し
た
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

年
に
一
度
の
健
康
確
認
で
す
。
ぜ
ひ
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
申

請
を
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
免
除
制
度
に
は
、
保
険
料
の
全
額

が
免
除
さ
れ
る
全
額
免
除
と
、
保
険
料
の
一

部
が
免
除
さ
れ
る
一
部
免
除
が
あ
り
ま
す
。

一
部
免
除
に
は
、
４
分
の
１
免
除
、
半
額
免

除
、４
分
の
３
免
除
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
全
額
免
除
ま
た

は
一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
（
失
業
）
を
理
由
と
し
た
特

例
免
除
制
度
（
離
職
票
が
必
要
）
も
あ
り
ま

す
。
特
例
免
除
は
、申
請
す
る
年
度
ま
た
は
、

前
年
度
に
お
い
て
退
職
（
失
業
）
の
事
実
が

あ
る
場
合
に
対
象
と
な
り
、
失
業
さ
れ
た
方

の
所
得
を
除
外
し
て
免
除
の
審
査
を
行
い
ま

す
。

　

申
請
に
は
、
印
か
ん
が
必
要
で
す
。（
特

例
免
除
の
場
合
は
、
離
職
票
も
必
要
）

　

ご
希
望
の
方
は
、
保
健
福
祉
課
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課
　

福
祉
・
医
療
係

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

　

こ
の
制
度
は
、
良
質
な
住
宅
の
建
設
の
促

進
を
図
る
た
め
、
町
内
に
住
宅
を
新
築
し
た

方
、
ま
た
は
建
設
さ
れ
た
新
築
住
宅
を
購
入

し
た
方
で
、
そ
の
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら

借
り
入
れ
た
方
に
対
し
て
、
そ
の
借
入
額
に

対
す
る
利
子
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
つ
い

て
、
町
が
補
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
新
築
住
宅
の
基
準
▼
人
の
居
住

用
床
面
積
が
60
㎡
以
上
あ
る
こ
と
。

補
助
額
及
び
補
助
期
間
▼
新
築
住
宅
の
建
設

ま
た
は
購
入
に
要
し
た
費
用
に
対
す
る
償
還

金
の
う
ち
、
利
子
に
相
当
す
る
額
（
年
額
上

限
６
万
円
）
を
居
住
を
開
始
し
た
月
か
ら

60
ヵ
月
間
補
助
し
ま
す
。

※
居
住
開
始
後
に
、
償
還
を
開
始
し
た
場
合

は
、
償
還
を
開
始
し
た
月
か
ら
60
ヵ
月
間

に
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
▼
居
住
開
始
か
ら
２
ヵ
月
以
内

に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
都
市
建
設
課
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

（
☎
52
ー
２
１
９
７　

内
線
４
１
４
）

　

地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
な
ど
の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改

修
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
▼
町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、
階
数
が
３

以
下
の
木
造
住
宅

補
助
条
件
▼
所
有
者
が
町
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
な
ど
（
詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。）

募
集
の
概
要
▼

◆
耐
震
診
断

　

募
集
戸
数
　
　

３
戸

　

補
助
限
度
額
　

４
万
円

◆
耐
震
改
修

　

募
集
戸
数
　
　

２
戸

　

補
助
限
度
額
　

60
万
円

※
耐
震
改
修
を
行
う
た
め
に
は
、
事
前
に
耐

震
診
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
み
▼
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課
　

管
理
係

（
☎
52
ー
２
１
９
７
）

試
験
日
▼
11
月
21
日
㈰

試
験
場
所
▼
岩
国
市
内
及
び
県
内
各
市

受
験
資
格
▼
乙
種
及
び
丙
種
は
、
誰
で
も
受

験
で
き
ま
す
。
甲
種
は
一
定
の
資
格
が
必
要

で
す
。（
甲
種
の
受
験
資
格
及
び
乙
種
の
複

数
受
験
等
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。）

受
付
期
間
▼
９
月
３
日
㈮
〜
16
日
㈭

受
験
手
続
▼
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
出

張
所
に
備
え
付
け
の
受
験
願
書
に
必
要
書
類

等
を
添
付
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
本
年

度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
子
申
請

も
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
㈶
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

shoubo-shiken.or.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
準
備
講
習
会

対
　

象
▼
乙
種
第
４
類
受
験
者

期
　

日
▼
10
月
26
日
㈫
、
27
日
㈬

受
講
申
請
手
続
▼
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消

防
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
載
し
て
、
受
講
料
を
添
え
岩
国
地
区

防
災
協
会
（
消
防
本
部
予
防
課
内
）
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
22
ー
１
３
２
０
）

　

原
爆
死
没
者
及
び
第
二
次
世
界
大
戦
死
没

者
の
ご
冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
の
確
立
を
記

念
す
る
た
め
に
、
家
庭
や
職
場
な
ど
で
次
の

日
時
に
１
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ

う
。

◆
広
島
原
爆
投
下
時
刻

　

８
月
６
日
㈮
　

８
時
15
分

◆
長
崎
原
爆
投
下
時
刻

　

８
月
９
日
㈪
　

11
時
２
分

◆
終
戦
記
念
日

　

８
月
15
日
㈰
　

正
午

　

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
補
助
制
度

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

12

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ

危
険
物
取
扱
者
試
験

黙
と
う
の
お
願
い



日
　

時
▼
12
月
18
日
㈯
　

18
時
〜

場
　

所
▼
文
化
会
館

応
募
資
格
▼
小
学
生
以
上

ジ
ャ
ン
ル
▼
主
に
洋
楽
、
器
楽
、
声
楽

演
奏
形
態
▼
ソ
ロ
、
デ
ュ
オ
、
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
な
ど

参
加
費
▼
無
料

募
集
組
数
▼
15
組

応
募
期
間
▼
９
月
１
日
㈬
〜
15
日
㈬

申
込
方
法
▼
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
持
参
、
郵
送
ま
た
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
コ
ミ
セ
ン
に
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼

〒
７
４
０
ー
０
０
６
１

和
木
町
和
木
２
丁
目
15
ー
１

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　

（
☎
52
ー
２
１
９
１
）

（
　

52
ー
５
２
０
０
）

　

18
歳
未
満
の
人
を
ア
ル
バ
イ
ト
等
で
雇
用

す
る
場
合
、
労
働
基
準
法
等
に
よ
り
、
次
の

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
労
働
条
件
通
知
書
の
交
付
義
務

②
時
給
６
６
９
円
以
上
の
賃
金
支
払
義
務

③
残
業
・
休
日
労
働
の
禁
止

④
深
夜
労
働
（
22
時
〜
５
時
）
の
禁
止

⑤
危
険
有
害
業
務
へ
の
就
業
禁
止

　

詳
細
は
、
左
記
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
24
ー
１
１
３
３
）

日
　

時
▼
９
月
19
日
㈰
　

９
時
〜
16
時

場
　

所
▼
海
自
岩
国
航
空
基
地

内
　

容
▼
体
験
搭
乗
（
搭
乗
券
が
必
要
）、

航
空
機
展
示
、フ
ァ
ン
シ
ー
ド
リ
ル
、シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
体
験
、
お
お
す
み
型
輸
送
艦
一
般

公
開
等

◆
体
験
搭
乗

応
募
は
が
き
の
抽
選
に
よ
る
。（
１
枚
の

は
が
き
で
２
名
ま
で
応
募
可
）

応
募
は
が
き
は
、お
一
人
様
１
枚
に
限
定
。

対
象
者
▼
中
学
生
以
上
。
た
だ
し
父
兄
同
伴

で
小
学
生
ま
で
可
。

応
募
方
法
▼
往
復
は
が
き
に
、希
望
機
種（
飛

行
艇
ま
た
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
）、
搭
乗
者
の

氏
名
（
１
〜
２
名
分
）
及
び
郵
便
番
号
、 

住

所
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
。

応
募
先
▼
〒
７
４
０
ー
８
５
５
５

海
上
自
衛
隊
第
31
航
空
群
体
験
搭
乗
係

締
　

切
▼
８
月
31
日
㈫
必
着

　

抽
選
の
結
果
は
、
返
信
用
は
が
き
を
も
っ

て
ご
連
絡
し
ま
す
。

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
応
募

に
必
要
な
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ

ん
。

問
合
せ
▼
岩
国
航
空
基
地
広
報
室

（
☎
22
ー
３
１
８
１
　

内
線
６
２
３
２
）

海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地
祭

13

■
訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
わ
き
７
月
号
10
ペ
ー
ジ
「
新
入
生
に

交
通
安
全
旗
を
贈
呈
」
の
写
真
説
明
部
分
で

「
神
尾
透
組
合
長
」
と
掲
載
し
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
「
藤
本
哲
さ
ん
（
代
表
理
事
常
務
）」

で
す
。

　

訂
正
し
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
10
月
に
、
認
知
症
対
応
型
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
わ
き
あ
い
あ
い
苑
」
が
、
社
会

福
祉
法
人
　

和
木
三
志
会
に
よ
り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
瀬
田
４
丁
目
）
敷
地
内
に

開
設
さ
れ
ま
す
。

◆
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
は

　

認
知
症
の
方
が
、
ス
タ
ッ
フ
や
少
人
数
の
入
居
者
と
と
も
に
、
家
庭
的
で
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
の
中
で
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
に
よ
り
認
知
症
状
の
進
行
を
穏
や
か
に
し
、
能
力

に
応
じ
て
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
の
施
設
で
す
。

入
所
の
条
件
▼
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
て
い
る
方

　

・
介
護
保
険
の
被
保
険
者
で
、
介
護
度
が
要
支
援
２
ま
た
は
要
介
護
１
〜
５
の
方

　

・
医
師
に
よ
り
認
知
症
で
あ
る
と
診
断
さ
れ
て
い
る
方

　

・
日
常
生
活
の
動
作
が
自
立
さ
れ
て
お
り
、
共
同
生
活
が
可
能
な
方

　

・
和
木
町
に
住
所
の
あ
る
方

定
　

員
▼
９
名

申
込
期
間
▼
８
月
１
日
㈰
〜
31
日
㈫

入
所
者
の
決
定
▼
担
当
職
員
に
よ
る
面
接
調
査
を
行
い
、
必
要
性
の
高
い
方
か
ら
順
次
、

入
所
の
決
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

利
用
者
負
担
▼
毎
月
12
万
円
程
度

　

【
利
用
者
負
担
の
詳
細
】

　
　

・
介
護
保
険
給
付
対
象
サ
ー
ビ
ス
（
１
割
負
担
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
，
０
０
０
円
〜
２
７
，
０
０
０
円
程
度
／
月

　
　

・
介
護
保
険
給
付
対
象
外
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　

食
材
料
費
　
　
　

１
，
３
０
０
円
／
日

　
　
　
　

居
室
利
用
料
　
　

４
０
，
０
０
０
円
／
月

　
　
　
　

光
熱
水
費
　
　
　

１
０
，
０
０
０
円
／
月

　
　
　
　

そ
の
他
の
費
用
　

実
費

申
込
み
・
問
合
せ
▼
社
会
福
祉
法
人
　

和
木
三
志
会
（
☎
54
ー
０
３
４
５
）

グ
ル
�
プ
ホ
�
ム
わ
き
あ
い
あ
い
苑
の
開
設
に
つ
い
て

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｉ
コ
ン
サ
ー
ト
　

参

加

者

募

集
！’10
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日　時　８月７日（土）　開演：14時
会　場　文化会館　　　入場料　無料
問合せ　保健福祉課内
　　　　人権施策推進協議会（☎５２－２１９５）

保健福祉課、文化会館で
入場整理券を配布しています。

東口北側の一部が、定期利用から一時利用
（１００円／回）に変わりました。

問合せ　企画総務課
　　　　（☎52－2136）

自転車駐輪場の変更の

お知らせ

自転車駐輪場の変更の

お知らせ

　ふれあい工房クローバーは、障がい者及び障がい児がその適正に応じ、地域の特性を生かし活動しながら自立すること
を目的に設置されたものです。イベントでの手づくりパンの販売は大変ご好評をいただいており、皆さまのご要望によ
り、毎月１回ではありますが、定期販売を開始することとしましたので、ご利用のほどお願いします。

日　時　９月８日（水）　15時～16時
場　所　総合福祉会館１階ロビー
品　目　いちじくパンほか（数量に限りがあります。）
※毎月第２水曜日に、同時刻・同場所にて定期販売します。

申込み・問合せ　社会福祉協議会　担当：松村（☎５２－８６４４）

▲

定期自転車置場
↓

一時自転車置場

Dゾーン
東口南側駐輪場

Cゾーン
東口北側駐輪場

あげぼの公園

東口

至 国道2号線

至 大竹駅

西口

　ふれあい工房クローバーでは、地域活動支援センターの

活動内容を広く皆さまにご理解いただくため、パンづくり

体験会を開催します。皆さまのご参加をお待ちしていま

す。

日　　時　９月15日（水）10時～12時

場　　所　地域活動支援センター（瀬田 蜂ヶ峯）

参 加 費　５００円（材料費ほか）

募集人員　５名



プ
ー
ル
の
利
用
方
法
、
日
程
に
つ
い
て

期　

日
▼
６
月
19
日

場　

所
▼
本
郷
コ
ミ
ュ
テ
ィ
グ
ラ
ウ
ン
ド

結　

果
▼
優
勝

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

期　

日
▼
６
月
20
日

場　

所
▼
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
周
東

結　

果
▼
優
勝

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

期　

日
▼
６
月
26
日
・
27
日

場　

所
▼
広
島
市

結　

果
▼
１
位
（
３
位
グ
ル
ー
プ
）
敢
闘
賞

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
サ
ッ
カ
ー
部

岩
国
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
第
３
節

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
牛
田
カ
ッ
プ

　
「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
の
準
備
及
び
「
ア
リ
ー
ナ
の
補
修
工

事
」
の
た
め
、左
記
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
期
間
▼
８
月
10
日
㈫
〜
24
日
㈫

※
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
は
、
窓
口

業
務
を
行
い
、
窓
口
は
、
８
月
13
日
㈮
〜

15
日
㈰
及
び
21
日
㈯
、
22
日
㈰
は
、
お
休

み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
▼

体
育
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

日　

時
▼
８
月
25
日
㈬　

10
時
〜

場　

所
▼
文
化
会
館

入
場
料
▼
無
料

内　

容
▼
1
0
0
万

発
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
が

飛
び
か
う
迫
力
満
点

の
ス
テ
ー
ジ
！
楽
し

さ
・
不
思
議
さ
・
作

り
方
を
公
開
し
、

シ
ャ
ボ
ン
玉
の
中
に

入
る
理
科
実
験
も
実

施
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

開
放
日
▼
８
月
28
日
㈯
ま
で　

※
閉
鎖
期
間
は
左
記
の
と
お
り

中
学
校
プ
ー
ル
及
び
町
民
プ
ー
ル
（
幼
児

プ
ー
ル
）

８
月
13
日
〜
15
日
、
18
日
〜
24
日

瀬
田
・
関
ヶ
浜
河
川
プ
ー
ル

８
月
13
日
〜
15
日

開
放
時
間
▼
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

《
各
プ
ー
ル
で
の
注
意
事
項
》

◆
町
民
プ
ー
ル
（
幼
児
プ
ー
ル
）

※
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
幼
児
等
の
保
護
者

が
同
伴
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、保
護
者
が
、

各
自
で
自
分
の
子
ど
も

を
管
理
、
監
督
し
て
く

だ
さ
い
。

※
幼
児
が
利
用
す
る
場

合
、
小
学
校
２
年
生
ま

で
子
ど
も
の
入
場
は
で

き
ま
す
。

※
幼
児
等
で
、
オ
ム
ツ
の

は
ず
れ
て
い
な
い
場
合

は
、利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
水
泳
用
の
帽
子
を
必
ず
着
用
し
て

　

く
だ
さ
い
。

※
ゴ
ー
グ
ル
、
浮
き
輪
の
使
用
は
可
能
で
す

が
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、
ボ
ー
ト
な
ど
他
の

人
に
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
物
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

◆
中
学
校
プ
ー
ル

※
プ
ー
ル
入
口
で
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
プ
ー
ル
は
、
小
学
校
３
年
生
〜
一
般

体
育
セ
ン
タ
ー
休
館
の
お
知
ら
せ

シ
ャ
ボ
ン
玉
シ
ョ
ー

み
か
わ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ

の
方
の
み
利
用
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
小

学
生
に
つ
い
て
は
、
必
ず
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。
保
護
者
が
一
緒
に
遊
泳

で
き
な
い
場
合
は
、
利
用
を
お
断
り
し
ま

す
。

※
小
学
生
が
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
保

護
者
が
自
分
の
子
ど
も
を
管
理
、
監
督
し

て
く
だ
さ
い
。

※
水
泳
用
の
帽
子
を
必
ず
着
用
し
て
く
だ
さ

い
。

※
ゴ
ー
グ
ル
、
浮
き
輪
の
使
用
は
可
能
で
す

が
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、
ボ
ー
ト
な
ど
他
の

人
に
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
物
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

◆
瀬
田
・
関
ヶ
浜
河
川
プ
ー
ル

※
悪
天
候
や
水
質
が
悪
化
し
た
等
、
遊
泳
に

適
さ
な
い
場
合
は
、
急
に
閉
鎖
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

《
共
通
注
意
事
項
》

※
す
べ
て
の
プ
ー
ル
で
の
飛
び
込
み
は
、
禁

止
し
ま
す
。

※
利
用
上
の
注
意
事
項
が
守
っ
て
い
た
だ
け

な
い
と
き
は
、
利
用
を
お
断
り
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
利
用
者
に
迷

惑
を
か
け
る
よ
う
な
行

為
を
さ
れ
る
な
ど
、
社

会
一
般
通
念
上
い
け
な

い
と
思
わ
れ
る
行
為
を

さ
れ
た
場
合
は
、
今
後

の
利
用
を
お
断
り
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（　

52
ー
２
８
１
１
）
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寄
付
・
寄
贈

今月の納税

　町税などの納税は便利な口座振替を
ご利用ください。
問合せ ▼税務課（

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会

へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

今
泉　

規
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

高
林
千
鶴
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

村
川　

信
雄
さ
ん
（
関
ヶ
浜
地
区
）

大
野
須
磨
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

重
本
美
代
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

奥
田　

清
人
さ
ん
（
瀬
田
地
区
）

●
一
般
寄
付

広
田　

太
一
さ
ん
（
和
木
地
区
）

上
岡　
　

子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

山
口
県
東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
様

和
木
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
様

和
木
俳
句
教
室
句
会

和

木

短

歌

会

目
に
や
さ
し
若
葉
の
色
も
深
ま
り
て

　

夏
へ
と
雄
々
し
く
季
は
移
ろ
ふ

五
月
雨
に
打
た
れ
て
赤
き
つ
ぼ
さ
ん
ご

　

か
細
き
茎
を
り
ん
と
伸
ば
し
て

隠
れ
家
に
モ
ゾ
モ
ゾ
コ
ロ
コ
ロ
だ
ん
ご
虫

　

目
を
輝
や
か
せ
幼
児
つ
か
む

白
紫
凜
と
咲
き
い
る
花
菖
蒲

　

年
ご
と
色
ま
す
吉
香
公
園
の
堀

都
わ
す
れ
の
紫
ぬ
ら
す
雨
の
中

　

ふ
と
な
つ
か
し
き
亡
き
母
の
声

大
野　

千
尋

向
田
登
美
子

横
川
美
代
子

森
本　

初
子

藤
上　

紀
子

髪
切
り
て
夕
風
か
ろ
し
合
歓
の
花

工
場
の
チ
ャ
イ
ム
流
れ
て
濃
紫
陽
花

仏
壇
の
と
も
し
び
揺
れ
る
夏
座
敷

こ
が
ね
虫
裸
電
球
体
当
た
り

刈
り
込
み
し
庭
を
眺
め
て
夕
端
居

行
く
水
や
風
の
広
さ
に
青
田
波

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

■
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
賠
償
基
準

・
㈶
全
国
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生

同
業
組
合
連
合
会
が
定
め
た
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
賠
償
基
準
が
あ

り
、
組
合
の
加
盟
店
に
適
応
さ
れ

ま
す
。
あ
く
ま
で
も
組
合
内
の
基

準
で
す
。
非
加
盟
店
に
対
し
て
は

強
制
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
賠
償

交
渉
す
る
時
の
一
つ
の
目
安
と
な

り
ま
す
。

・
ト
ラ
ブ
ル
が
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
の

責
任
に
よ
る
場
合
、
こ
れ
を
参
考

に
し
て
賠
償
さ
れ
ま
す
。

・
再
取
得
価
格
が
紛
失
等
で
不
明
の

場
合
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
ド
ラ
イ

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）
料
金
の
40
倍
、

ラ
ン
ド
リ
ー
（
水
洗
い
洗
濯
）
の

時
は
20
倍
で
計
算
し
ま
す
。

・
こ
の
基
準
で
は
、
洗
濯
物
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら
６
ヵ
月
を
経
過
し

た
時
は
、
賠
償
を
求
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

【
相　

談
】

　

３
ヵ
月
前
、
ブ
ラ
ウ
ス
を
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
に
出
し
た
ら
、
袖
口
が
断
裂

し
た
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
か
ら
事
故

の
報
告
が
あ
り
、「
メ
ー
カ
ー
が
無

く
な
っ
て
い
た
の
で
、
賠
償
額
３
，

０
０
０
円
で
ど
う
か
」と
言
わ
れ
た
。

購
入
時
１
２
，０
０
０
円
の
も
の
が
、

２
年
着
用
で
３
，
０
０
０
円
賠
償
と

い
う
こ
と
に
は
納
得
で
き
な
い
。

【
処　

理
】

　

業
界
団
体
が
作
成
し
て
い
る
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
賠
償
基
準
に
つ
い

て
説
明
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
購
入

後
21
〜
24
ヵ
月
の
ブ
ラ
ウ
ス
を
常
識

的
に
使
用
し
た
場
合
、
再
取
得
価
格

の
47
％
が
補
償
割
合
に
な
る
こ
と
を

伝
え
、
こ
れ
を
参
考
に
、
自
主
交
渉

を
勧
め
た
。

町県民税…………………………２期分

町営住宅使用料…………………８月分

国民健康保険料…………………２期分

介護保険料………………………２期分

後期高齢者医療保険料…………２期分

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 62

17

クリーニングで
破れたブラウス
クリーニングで
破れたブラウス

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

空　
　

静
子
（
☎
52
ー
２
０
８
４
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
３
ー
９
２
４
ー
２
４
２
１
）

と
き

り
ん

こ

う

え

ん

（
７
月
句
会
）



◆名前を書くことについて
　町指定ごみ袋でごみを排出する場合は、必ず名前を記入していただくことになっています。これは、「きち
んと分別することは、ごみを出す人の責任で行い、そのごみを適正に処理することは、町の責任で行う」と
いう役割分担を明確にするため、和木町快適環境まちづくり町民会議（前名称「和木町ごみ対策協議会」）の
意見を聞いて、定められたルールです。
　町では、こうしたルールを徹底するため、ルールが守られていないごみは、その内容を明記したシールを貼っ
て、収集せずに取り残すこととしています。
　今後も、ごみの出し方のルールを守っていただきますよう、ご協力をお願いします。

問合せ　住民サービス課（☎５２－２１９４）　▼

※出力１kwあたり３万５千円（上限４kw、１千円未満切り捨て）
※本補助金の詳しい内容については、和木町のホームページ（http://www.town.waki.lg.jp/）で
ご確認ください。

　和木町快適環境まちづくり町民会議では、生ごみの減量化を推進するため、下表のとおり、住民サー
ビス課窓口で、斡旋価格にて販売を行っています。
　各ご家庭のライフスタイルに合わせて、生ごみの減量化、堆肥化にご協力をお願いします。

～新たにダンボールコンポストが追加されました～

◆家庭用太陽光発電システム設置費補助金　申し込み受付中！！

ダンボール

18

※販売対象者は、町内在住の方に限り、１世帯につき年間２台（ダンボールコンポ
　ストは４台）までとします。
※ＥＭぼかしは、100円／袋にてＪＡ山口東農協和木支所で斡旋販売しています。
※その他、電気式生ごみ処理機購入補助制度（購入費の 1／ 2、上限 25,000 円、
　事前申し込み必要）があります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　住民サービス課（☎52－2194）

生ごみ減量機器名

ダンボールコンポスト

コンポスター

ＥＭ処理容器

初期用
　（温度計、防虫ネット付き）

通常用
１３０型（一般家庭向け）
２３０型（多量型）
１５リットル型

８００円

５００円
２，５００円
３，９００円
１，０００円

仕　　　　様 １台当たりの斡旋価格



平成22年7月1日現在
総人口　6,663人

世帯数　2,758世帯

和木町の面積　10.56km

（－20） 男　3,324人
（－9）

女　3,339人
（－11）

（－11）

100以上
95－99
90－94
85－89
80－84
75－79
70－74
65－69
60－64
55－59
50－54
45－49
40－44
35－39
30－34
25－29
20－24
15－19
10－14
 5－ 9
 0－ 4

0
3

15
47

80
117

167
165

248
255

247
232
232
224
210

182
187
170

188
166

189

4
15

61
100

132
188

177
211
223
214

240
205

174
154

141
161

184
185

202
169

199

町
職
員
を
募
集
し
ま
す

救急車が来る前に！あなたによる救命手当が、
尊い命を救います。

◆上級救命講習会
開 催 日　９月１０日（金）
受講時間　８時間
受 講 料　無料
募集人員　３０名
※定員になり次第、募集を終了します。

◆ＡＥＤが導入された救命講習会
開 催 日　上級を除き随時受付中
受講時間　普通Ⅰ　３時間
　　　　　普通Ⅱ　４時間
　　　　　上級　　８時間
受 講 料　無料
※いずれの講習会も消防長が、あなたの救命技術
を認定する、講習修了証を交付します。

問 合 せ　岩国地区消防組合（☎２２－１３２１）

　現在、児童扶養手当、特別児童扶養手当を受給され
ている方は、現況届の提出が必要です。
　現況届は、毎年１回、受給者（手当の支給を受けて
いる方はもちろん、所得制限により手当の支給を受け
ていない方も含みます。）からの届出にもとづき、前
年の所得及び受給資格について審査するもので、この
届出をしていただかないと８月以降の手当は支給され
ません。
　証書及び印鑑を持参のうえ、添付書類を添えて住民
サービス課へ提出してください。
届出期間
◆児童扶養手当
８月 31日（火）まで
添付書類：世帯全員の住民票、養育費等に関する
　　　　　申告書
◆特別児童扶養手当
９月 10日（金）まで
※現況届を提出しないと、時効により手当を受ける資
格を失うことがあります。
問 合 せ　住民サービス課（☎５２－２１９４）

児童扶養手当、特別児童扶養手当
現況届の提出について

９月９日は救急の日
　９月５日～ 11日は救急医療週間
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